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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開議　午前１０時００分

○議長（村上正弘君）皆さん、おはようございます。定刻になりました。御起立をお願いします。礼。

　ただいまの出席議員は全員です。
　これから本日の会議を開きます。

　本日の議事日程はお手元に運営資料として配付しておりますので、御確認を願います。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１、諸般の報告を行います。

　本日の会議では、１２月７日の本会議で各常任委員会に審査を付託した案件について、各常任委員長に審査状況の報告を願います。委員長の報告が終了した後、報告に対する質疑を行い、討論、採決を行います。

　なお、各委員長の報告は、委員会付託案件をまとめて報告いただきますので、議事日程の順は配付した資料と異なりますが、御了解を願います。

　各委員会の審査結果は、審査結果報告書として議長あてに提出しておりますので、運営資料中に写しをお配りしております。

　委員長報告終了後の討論、採決は日程の順に従って行いますので、御了解ください。

　地方自治法第１２１条の規定に基づく説明員としては、お手元に配付した各氏の出席を認め、会議に出席をいただいております。

　これで諸般の報告を終わります。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）これから、各委員長から委員会に付託した案件の審査状況の報告を受けます。なお、先に申し上げましたが、各委員長の報告は、委員会付託案件をまとめて報告いただきますので、議事日程は変更になります。

　討論、採決は日程の順に従って行いますので、御了解ください。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第２、議案第５４号　上毛町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例について、日程第３、議案第５６号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第４号）（所管分）、日程第４、議案第５７号　平成２２年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）、日程第５、発議第５号　上毛町議会委員会条例の一部を改正する条例について、日程第６、発議第６号　「一人暮らしの寡婦」医療制度に関する意見書、以上５件を議題とします。

　文教厚生常任委員長の報告を求めます。

　増矢委員長。

○文教厚生委員長（増矢年克君）おはようございます。文教厚生委員会から報告いたします。

　当委員会は、１２月１３日午前８時５５分開会、午前１０時０２分閉会、議会中小会議室において、町長以下執行部の出席をもって開会いたしました。

　当委員会に付託されました案件は、町長提出の条例案１件、予算案２件と、議員から提出された発議１件の合計４件です。

　当委員会に付託された案件の審査を行い、次のとおり決定いたしましたので、会議規則第７７条の規定により報告いたします。

　議案第５４号　上毛町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例について。住民課長の説明を求め、質疑を行いました。

　質疑に対しまして、高齢者などは可燃ごみだけではなく粗大ごみについても大変だと思うが、変更する予定はないですか。答弁です。粗大ごみは今までどおりの収集方法で考えております。
　質疑、それぞれのごみ袋の容量を教えてください。答弁、可燃ごみの大は３８リットル、小は２８リットル。今回の予定のミニは１２リットルです。

　質疑、高齢者対策で、高齢者はごみ袋を無料にしてはどうですか。答弁、ごみを適正に出してもらうために、相応の負担を考えております。

　質疑、ごみ出しのマナーが悪い人は絶えないが、名前を記載するよりも他のことを配慮してはどうか。それから、ごみ出し点検は各地ごとに違うのですか。答弁、分別ガイドブック等を参考に、各住民がごみ出しをしています。自治会長にお願いしているのは、収集日を間違って出たごみなどの処理等です。自治会長がすべて分別を確認しているわけではありません。

　質疑、名前がないごみ処理はどうしているのですか。答弁、可燃ごみについては衛生的問題もあるので、行政が持っていくこともあります。粗大ごみなどは役場で対応したりすることもあります。

　討論なし。
　採決、全会一致で可決。

　議案第５６号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第４号）（所管分）について。初めに、総務課長に総括説明を求め、質疑を行いました。

　質疑、繰越金は前年度の保留財源を充てると言いましたが、今年度の保留財源は幾らになりますか。地方債還元金の８,１２８万１,５０４円、たいへい苑の繰り上げ金は町や住民にどんなメリットがあるのですか。答弁、現在の保留財源の見込みは３億９,０００万円です。たいへい苑の繰り上げ償還の町へのメリットは、利息が７００万円程度支払わなくて済むことです。
　続いて、担当課長に対して。

　質疑、債務負担金の委託業者の選定はどうして決めているのですか。答弁、業者の選定は入札で決定します。業者は中津市、豊前市などの近郊の業者も考えております。
　質疑、委託料は単年度で６５０万円ですが、前回の限度額と比べどうなのか。また平成２０年度、２１年の実績がわかりますか。答弁、今までは債務負担行為はとっていません。今年度の契約は５２０万円ぐらいです。現在の業者が今年で３年目になりますが、当初は６００万円ぐらいでした。単年度の随意契約でしたので、今回見直しをしました。金額は少しずつ下がっております。
　質疑、マンホールの亀裂がいったと言いますが、本来、亀裂がいったりするものですか。答弁、新吉富保育所の正面の左側のマンホールです。はっきりした原因は不明ですが、車両の乗り入れなどで想定以上の荷重がかかったのではないかと思っております。

　質疑、体育館の備品ですが、高額ではないですか。ロッカー等が高いのですか。答弁、コクヨの製品を見積もってもらっております。数多いいすが１脚８,０００円程度しますので、金額が高くなっています。量販店の安い物もあるかもしれませんが、強度なども考えて、コクヨ製の見積もりを行っています。
　質疑、コクヨ製で１脚８,０００円は高額ではないですか。ロッカーは幾らかかるのですか。答弁、ロッカーで単価が６万円前後です。

　質疑、体育館の竣工式の出演料に１０万円計上していますが、だれにどのような理由で支払うのですか。答弁、アトラクション等を依頼予定しているのが、日本文理大学のチャリティー部です。こちらが、大分県内の各自治体派遣が一律１０万円と聞いております。

　質疑、食料費が３５万円はどれくらいの人数で考えているのですか。答弁、招待する方、約１００名程度と出演される方の分を考えております。

　討論、反対討論あり。

　採決、起立多数で可決。

　議案第５７号　平成２２年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について。

　質疑なし。

　討論なし。
　採決、全会一致で可決。
　発議第６号　「一人暮らしの寡婦」医療制度に関する意見書について。
　質疑、後期高齢者の負担の必要はないと言われたが、この寡婦医療との関係についてお尋ねします。答弁、寡婦は４０歳から７５歳未満です。７５歳以上は後期高齢者になります。後期高齢者になるまでの間の制度に関する意見書です。これは県の町村議会からの依頼もありまして、今回、全自治体で取り組んでおります。

　討論なし。

　採決、全会一致で可決。
　以上で文教厚生常任委員会からの報告を終わります。
○議長（村上正弘君）文教厚生常任委員長の報告が終わりました。
　なお、先ほど私が付託案件を５件と申しましたけども、日程第５、発議第５号　上毛町議会委員会条例の一部を改正する条例については、委員会付託を行っておりません。訂正しておわび申し上げます。

　それではこれから、文教厚生常任委員長の報告に対する質疑を行います。
　質疑はありませんか。

　安元議員。

○５番（安元慶彦君）意見書の中で、寡婦以外の方の一人暮らしのことは、議論というか、そういう質疑的なものはなかったのかどうかと、それから今、委員長の報告の中で、何か寡婦の年齢定義みたいなことがちょっと出ましたけど、４５歳と言いましたかね、７５歳までとかいうような、私は寡婦にはそういう年齢のあれはないと思うんですけど、そんなところは何もないわけですか。

○議長（村上正弘君）増矢委員長。

○文教厚生委員長（増矢年克君）寡婦の問題については、先ほど申したように一応、この中でしましたように、４０歳から７５歳というもので答弁をしております。
○議長（村上正弘君）ほかにないですか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）これで質疑を終わります。
───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第３、議案第５６号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第４号所管分）、日程第７、請願第２号　ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）交渉への不参加等を求める意見書の提出に関する請願、以上２件を議題とします。

　総務産業建設常任委員長の報告を求めます。

　大山委員長。

○総務産業建設委員長（大山　晃君）おはようございます。総務産業建設委員会から報告をいたします。

　当委員会は、１２月１４日、議会中小会議室において、総務産業建設常任委員全員と町長以下執行部の出席をもって、午前８時５５分開会、午前９時５０分閉会されました。
　当委員に付託されました案件は、町長提出の予算案１件、議員から提出されました請願１件、計２件です。

　当委員会に付託されました案件の審査を行い、次のとおり決定をいたしましたので、会議規則第７７条の規定に基づき報告をいたします。

　議案第５６号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第４号）（所管分）について、総括説明を総務課長から受け、次のような質疑を受けました。

　地方交付税が約１億円ありますが、今年度どれくらい見込んでいるのですかとの質疑に対し、今年度は２５億５,０００万円ほど見込んでいるが、国の補正で４,５００万円ほど追加になりましたので、約２６億円ほど交付税を見込んでいるとの答弁でした。

　３月の議会答弁で、保留財源が３億３,０００万円ほど見込んでいるという答弁でしたが、そのときとの差額はどうしてですかとの質疑に対し、現在の保留財源で３億９,０００万円ほど見込んでいますとの答弁でした。

　昨年の決算と同額ぐらいですねとの質疑に対し、特別交付税が１億５,０００万円ほど上乗せになりますとの答弁でした。

　中学校の備品購入で７００万円ほどありますが、これは入札にかけるのですかとの質疑に対し、入札にかけますとの答弁でした。

　入札する場合、何社ぐらい考えているかとの質疑に対し、今のところ何社かは考えていませんが、今後、検討しますとの答弁でした。
　続いて、担当課長の説明に対して、農業振興費に特産品の開発、販路の開拓がありますが、どこがするのですかとの質疑に対し、森の風に委託しています。現在、加工場で商品の開発を行っているとの答弁でした。

　森の風は開発などの専門の部署を設けているのですかとの質疑に対し、この事業は雇用が目的です。昨年度から３年間の事業で森の風に２年前、２名の雇用をして、開発に取り組んでいただいておりますとの答弁でした。

　雇用が目的ならば、この事業は成果が出なくても終わるのですかとの質疑に対し、開発をしてもらっています。開発中の物もあります。商品化しているものもあります。現在、２７品目試作品をつくり、５品目は販売をいたしております。

　定住自立、広域観光マップは４市ですかとの質疑に対し、広域の４市２町ですとの答弁でした。
　４市２町の全体のマップで、上毛町が２０万円を負担しているのですかとの質疑に対し、４市２町合同で発行するのですが、そのうちの上毛町分ですとの答弁でした。
　広い市町村はそれなりの負担をするのですかとの質疑に対し、中津市の資料では、宇佐市が３０万円、豊後高田市が２０万円、豊前市が３０万円、築上町が２０万円、中津市が６０万円との答弁でした。
　東九州自動車道のパーキングは上下線とも使えるのですかとの質疑に対し、上下線とも使えるインターチェンジを計画しているとの答弁でした。

　町長にお尋ねしますが、インターチェンジは条件をクリアしないと設置できないのですか。また、専門家の経済的効果などがない場合は設置できないのですかとの質疑に対し、前段の経緯があります。最終的に国土交通省が許可するまでには、研究会、協議会などの請願を経て、国に申請するなどの段階を踏まなくてはなりません。関係者は漏れのないよう手続をしなくてはなりませんとの答弁でした。
　高速道路は、国土の均衡を図るために設置するのだから、地域が望むなら取り組めると思っていましたが、なかなか難しい問題があるのですねとの質疑に対し、当初の計画にインターチェンジはなかったわけです。県に相談し、県知事の理解を得て計画はスタートしました。国土交通省としては想定していなかったことで、ですから町としてもそれなりの準備をしないといけないという考えです。
　続いて、農道舗装ですが、既設の道路の舗装ですかとの質疑に対して、新設ですとの答弁でした。

　農道は舗装面積が薄いため重量車が通ると崩れやすいので、重量車の通行規制はできないのですかとの質疑に対し、警察や公安委員会と協議をし、地域の方の希望も聞きながら慎重に対応したいとの答弁でした。
　減債基金に２億５,０００万円計上していますが、全体で１５億円くらいになると思いますが、高い利子の過去の借り入れを繰り上げ返済し、残高を減らす考えはないのですかとの質疑に対し、できる範囲で行っていますとの答弁でした。
　新町建設計画では、今年度または来年度くらいで公債費がピークになる予定でしたが、１５億円も累積しているので検討してもらいたい。交付税などが新町建設計画に基づき多額の交付を受けている。余裕財源はないかもしれないが、負の財源の処理も大事ではないかとの質疑に対し、公債費のピークは今年度または来年度です。今後、新たな借り入れがない限り減ってきます。交付税や交付金は一過程なので、長い目で見て、より有利な運用を慎重に検討していきたいと考えているとの答弁でした。
　以上で質疑は終わります。
　反対討論あり。
　採決の結果、起立多数で可決をいたしました。

　続いて、請願第２号　ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）交渉への不参加等を求める意見書の提出に関する請願。
　質疑、討論なし。
　採決の結果、全会一致で採択をいたしました。

　以上で総務産業建設委員会からの報告を終わります。
○議長（村上正弘君）総務産業建設委員長の報告が終わりました。

　これから、総務産業建設委員長の報告に対する質疑を行います。
　質疑はありませんか。
（「質疑なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）質疑なしと認め、質疑を終わります。
───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第２、議案第５４号　上毛町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例について、討論を行います。
　討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（村上正弘君）全会一致。よって、議案第５４号　上毛町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第３、議案第５６号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第４号）について、討論を行います。
　討論はありませんか。

　茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）議案第５６号に反対の立場から討論いたします。
　今後、大平楽、さわやか市を民営化する計画がある中で、インター設置は民間業者へ与える費用対効果はあると思いますが、地元への費用対効果は弱くなってきます。債務負担行為補正で一般廃棄物収集運搬業務委託を計上していますが、この業務は直接町が運営したほうが、長い目で見た場合、経費が安くなります。
　診療所、特別養護老人ホーム、デイサービスセンターの３施設を無償で譲渡したが、譲渡先の敬愛会は診療所を未来永劫存続しろと言われても、と次の言葉が出ませんでした。町長も未来永劫の判断は難しいと言っています。このことは、診療所の運営は未来永劫運営できないということを意味します。診療所を閉鎖ということになれば、譲渡先に設けている施設だけを無償で譲渡したということになります。

　その上、残りの借金まで町が全額支払っているのであれば、町にとっても町民にとっても何のメリットもありません。９月議会の最終日に、議案第４５号の賛成討論の中で、民営化はよりよい形で医療・福祉の充実を図り、医師を確保し診療所をどう守るかが基本であると述べましたが、１２月議会の審議を通じて、診療所の存続について町長、引き受け先の業者と選考委員の一人であった賛成討論との間に、今後の運営方針について矛盾があり、今後の運営がずっと存続できないこともあり得ることが明らかになりました。
　各議員も３施設の無償譲渡についてもう一度考えていただくことを申し上げまして、この議案に反対いたします。

○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する各委員長の報告は原案可決であります。

　本案を各委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（村上正弘君）起立多数。よって、議案第５６号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第４号）は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第４、議案第５７号　平成２２年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について、討論を行います。
　ありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（村上正弘君）全会一致。よって、議案第５７号　平成２２年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第５、発議第５号　上毛町議会委員会条例の一部を改正する条例について、討論を行います。
　討論はありませんか。

　茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）私は、発議第５号に反対の立場から討論をいたします。

　経費節減で議員を減らすのではなく、議員報酬は減らしても議員の数は確保すべきということを申し上げまして、この議案に反対いたします。
○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（村上正弘君）起立多数。よって、発議第５号　上毛町議会委員会条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第６、発議第６号　「一人暮らしの寡婦」医療制度に関する意見書について、討論を行います。
　ありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案採択であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（村上正弘君）全会一致。よって、発議第６号　「一人暮らしの寡婦」医療制度に関する意見書は、原案を採択することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第７、請願第２号　ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）交渉への不参加等を求める意見書の提出に関する請願について、討論を行います。
　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案採択であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（村上正弘君）起立多数。よって、請願第２号　ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）交渉への不参加等を求める意見書の提出に関する請願は、原案採択することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第８、議会運営委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題といたします。
　配付した運営資料のとおり、議会運営委員長から所掌事務の会議規則第７５条の規定により、特定事件の調査事項について閉会中の継続審査及び調査をしたい旨の申し出がありました。

　お諮りします。

　委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決しました。
───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第９、広報特別委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。
　配付した運営資料のとおり、広報特別委員会委員長より所管事務のうち会議規則第７５条の規定により、特定事件の調査事項について閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。

　お諮りします。

　委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。
　これで、本日の日程は終了いたしました。

　なお、ここで私より皆様にお礼申し上げたいと思っております。私ども、４年の任期が来年の２月１０日で終わります。そういうことで、議員の皆様には議会運営について協力いただきまして、本当にありがとうございました。本当によく理解していただいて、この４年間、何とか過ごさせていただきました。なお、執行部の皆さんにも、多々行き届かない点が多かったと思いますけれども、協力をしていただきましてありがとうございました。

　なお、これからも各それぞれの分野におきまして、皆さん方の活躍を大いに期待し御祈念を申し上げております。本当にありがとうございました。

　それでは、平成２２年第４回上毛町議会定例会を閉会します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閉会　午前１０時３６分

○上記、会議の経過を記録して、事実と相違ないことを証するため、ここに署名する。

　　　平成２２年１２月１７日

上毛町議会議長

署　名　議　員

署　名　議　員
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